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記念ケーキカットで村上理事長、同崎会長、久保田氏 (前柳l右から)
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「痰
鰊
≫
鯰
瘍
奪
魔
磯
一隆
げ
た
い
」

謳
酪
鰊
は
，
証
■
を
構
嬢
世
代
に
継
隕

「次

の
１
０
０
年
に
向
け
て
、
良

い
１
０
０
年
と
言
え
る
よ
う
に
次
世
代
に

つ
な
い

で
い
き
た

い
」
―
。
ブ

ラ
ジ
ル
カ
行
会

（岡
崎
祐
三
会
長
）
創
立

１
０
０
周
年
記
念
式

典
が
、
‐７
日
午
前
韓
時
か
ら
サ
ン
パ
ウ

ロ
（聖
）
市
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ

区
の
文
協
小
講
堂

で
開
催
さ
れ
、
岡
崎
会
長
は
あ

い
さ

つ
で
冒
頭

の
言
葉
を
強
調
。
同
会
が
掲
げ

る
「霊

肉
救
済
」
「珈
琲

（
コ
ー
ヒ
ー
）
よ
り
人
を
作
れ
」
の
モ

ッ
ト
ー
を
若

い
世
代
に
継
承

し
て
い
く
考
え
を
示
し
た
。
式
典
会
場
に
は
満
杯
と
な
る
約
２
５
０
人
が
出
席
。
先
人

の
活
動
を
改
め
て
敬
う
と
と
も
に
、
１
世
紀

の
節
目

の
年
を
祝

っ
た
。

記
念
式
典
に
は
、
日
本
力

行
会

の
村

上
悦
榮

（
え

つ

え
）
理
事
長
、
久
保
田
怜
男

日
本

方
行
海
外
協
会

理
事

長
、
幸
脇

（
さ
い
の
わ
き
）
一

英
日
本
力
行
会
理
事
な
ど
日

本
か
ら
の
慶
祝
団
が
来
伯
し

て
出
席
。
ブ

ラ
ジ
ル
側
か
ら

は
、
和
田
忠
義

ア
ル
モ

ニ
ア

教
育
文
化
協
会
会
長
、
西
村

俊
治
技
術
財
同
の
西
村
治
郎

代
表
、
呉
屋
春
美
文
協
会

長
、
森
田
聡
在
聖
総
領
事
館

領
事
部
長
ら
が
来
賓
と
し
て

参
加
し
た
。

式
典

で
は
、
ア
ル
モ

ニ
ア

学

園
生
徒

に
よ

る
日
伯

画

国
歌
斉
唱
、
「
力
行
奮

闘

の

歌
」
斉
唱
、
先

亡
者

へ
の
黙

と
う
、
弓
場
ダ
ビ
牧
師
に
よ

る
宗
教
儀

式

に
続

い
て
岡

崎
会
長
が
あ

い
さ

つ
。
ブ

ラ

ジ
ル
カ
行
会

の
１
０
０
年

の
歴
史
が

―上‐
あ

り
谷
あ
り

の
道

の
り
だ

っ
た

こ
と

に

触
れ
、
日
本
力
行
会
創
立
者

の
島

貫
兵

太
夫
牧
師

が
生

涯
を
か
け

て
打

ち
込
ん
だ

事
業
だ
と
い
う

ど
ユ
肉
救
済

（
心

の
救

済

だ

け

で
は

な

く
、
人
々
の
生
活
も
支
援
し

な
け
れ
ば

な

ら
な

い
と

い

う
考
え
方
と

と
、
ア
リ

ア

ン
サ
移
住
地
先
駆
者
の

一
人

で
あ
る
永

田
欄

（
し
げ

し
）

氏
が
説

い
た

「珈
琲
よ
り
人

を
作
れ
」

の
２

つ
の
モ

ッ

ト
ー
を
目
標
に
し
て
き
た
会

員
が
数
多
く
い
た
こ
と
に
も

言
及
。
一
「次

の
１
〇
〇
年

に

式典であいさつする同崎会長 (左端 )



伯
国
力
行
会
■
Ｏ
③
年
参
加
者

そ
れ
ば
れ
の
思
い
を
抱
然
で

式
典
の
祝
辞
で
も
自
身
の

こ
と
を
披
露
し
た
日
本
力
行

海
外
協
会
理
事
長
の
久
保
田

怜
男
さ
ん

（部
、
長
野
）
は

１
９
６
０
年
、
当
時
２６
歳

で

力
行
会
青
年
の

一
人
と
し
て

渡
伯

。

サ

ン
ト

ス
で

１
年

間
、
農
業
生
産
活
動
な
ど
を

守

つ
て

ハ
ヒ
が
、
耶
書
砥

Ｃ

と
し

て
渡
り
、
メ
キ

シ
ヨ
で

生
活
し
た

こ
と
も
あ
る
と
い

う
一同
じ
く
い
年
に
渡
伯
し
た

サ
シ

バ
ウ
ロ
市
在
住
の
後
藤

槙
夫
さ
ん

（
７９
、
愛
知
）
は
、

渡
伯
前
に
東
京
で
行
わ
れ
た

永
田
棚

（し
げ
し
）
氏

の
講

寅
を
聴
い
た
竜
え
が
あ
る
そ

類

「金
星

（き
ん
せ
い
ご

を

差

し

入

れ

し

て
く

れ

た

。

「
金
星
」
は
通
称
デ

コ
ポ

ン

で
知

ら
れ
た

果
物

と
同
じ

品
種
な

の
だ
が
、
デ

コ
ポ

ン

と

い
う
名
称

は
熊
本

県
果

実
農

業
協

同
組
合
連
合
会

（
熊
本
果
実
連

）
の
商
標
登

録

の
た
め
、
勝
手
に
使
う

こ

と

が

で
き

な

い

そ

う
だ

。

「金
星
」
と

い
う
名
称
は
、
２

０
０
６
年
頃
の
サ
ン
パ
ウ
ロ

市
の
日
本
祭
り
で
浦
田
さ
ん

ら
が
公
募
し
た
中
か
ら
選
ん

だ
も

の
。
一ア
コ
ポ

ン
は
糠

‐３
％
、
ク

エ
ン
酸

１
％
輌

と
い
っ
た
基
準
を
満
た
キ

い
と
デ

コ
ポ

ン
と
名

手

で
ヽ
そ
れ
以
下

の
品
質
〔

の
は

一
不
知
火

（
し

ニ

い
ご

と
呼
ば
れ
る
。
「金

も
同
じ
基
準
を
満
た
し
み

の
で
、
そ
れ
以
外

の
も
（

「ビ
ギ
ポ

ン
」
と
し

て
籍

し
て
い
る
と
い
う
。
だ

い

い
生
産
し
た
も
の
の
帥
け

ら
い
し
か

「
金
星
」
と
な

れ
な
い
と
い
う
ほ
ど
、
上

向
け
て
、
良

い
１
０
０
年
と

言
え

る
よ
う

に
次
獄
特
に

つ
な
い
で
い
き
た
い
」
と
強

調
し
た
。

伯
側
来
賓
あ
い
さ

つ
に
続

い
て
、
祝
辞
を
述

べ
た
日
本

力
行
海
外
協
会

の
久
保
回
躍

事
長
は
、
自
身
も
力
行
会
青

年
の

一
人
と
し
て
１
９
６
０

年
に
渡
伯
し
、
３
年
余
リ
ブ

ラ
ジ
ル
に
滞
在
し
た
後
、
メ

キ
シ
ヨ
、
北
米
を
経

て
日
本

に
帰
国
し
た
経
緯
を
説
明
。

１
０
０
年
め
節
目
を
祝
う
と

と
も
に
、
伯
国
力
行
会

の
今

後
の
さ
ら
な
る
発
展
を
祈
念

し
た
。

引
き
続
き
、
あ
い
さ

つ
に

立

っ
た
日
本
力
行
会
の
村
上

理
事
長
は
、
同
式
典
を

「員

重
な
歴
史
を
重
ね
た
大
き
な

節
目
」
と
位
置
づ
け
、
１
８

９
７
年
か
ら
始
ま

っ
た
同
会

及
び
伯
国
力
行
会
の
歴
史
を

爾

職
蜘
″
一熙

覗

ブ
ラ
ジ
ル
カ
行
会
創
立
■

０
０
周
年
記
念
式
典
は
文
協

小
講
堂
の
会
場
が
満
員
で
，盛

況
の
様
子
だ

っ
た
が
、
当
風

の
式
次
第
が
す

べ
て
ポ
語
表

記
で
、
日
本
語

で
記
事
を
書

く
者
に
と

っ
て
は
日
本
か
ら

の
慶
祝
団
や
俯
側
来
賓
な
ど

の
漢
字
の
名
前
と
肩
書
き
を

確
認
す

る
の
に
少

々
、
閉

口

し
た
。

「珈
琲
よ
り
人
を
作

れ
」
と
永

田
欄

（し
げ

し
）
氏

が

議

い
た

モ

ッ
ト

ー

に
よ

り
、
後
世
に

つ
な
が
る
人
材

育
成
は
で
き
た
の
か
も
知
れ

な

い
が
、

「
日
本
人
が
作

っ

た
会

で
あ

っ
て
も
、
１
世
紀

も
経

つ
と
日
本
語
は
廃
れ
て

い

く
も
の
だ
な
」
と
時
代

の

流

れ

を
感

じ
た
式

典
だ

っ

た
。
‘
　

　

　

◎

案
内
に
来
社
し
た
Ａ
Ｐ
Ｐ

Ｃ
の

一
行
が
、
ビ
ラ
ー
ル

・

ド

・
ス
ー
ル
で
獲
れ
た
柑
補

一多
く
の
会
員

の
方

々
‐
に
お
会

一

Ｊ
‥

ぅ

吉

‥

１

・
・

〓

寧

ゝ

一，

１

１

軍

１

■

一ｔ

，ゴ

い
で
き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思

う
」
と
述

べ
た
。

・
日
伯
間
で
の
記
念
品
の
交

換
、
留
学
生

Ｏ
Ｂ
の
リ
カ
ル

ド

・
ト
モ
氏
、
マ
ル
シ
ア
。
チ

エ
コ
・
イ
リ
イ
氏

の
あ

い
さ

つ
に
続
き
、
歴
代
会
長
及
び

そ
の
子
孫

へ
の
表
彰
が
行
わ

れ
、
岡
崎
会
長
か
ら

一
人
ず

つ
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
た
。

表
彰
者
を
代
表
し
て
第
７

代
会
長

（
１
９
９
２
年
～
２

０
１
０
年
）

の
永

田
久
氏

一
こ
と
を
説
明
。
「
こ
れ
か
ら

（
８７
）
が
謝
辞
を
述

べ
、
「謝

一
も
『
霊
肉
救
済
「
珈
琲
よ
り

辞
を
用
意
し
て
い
な
か

っ
た

一
人
を
作

れ
』
の
２

つ
の
モ

ッ

の
で
、
何
を
話
し

て
い
い
も

一
ト
ー
を
心
の
ど
こ
か
に
持
ち

の
や
ら
」
と

ュ
ー

モ
ア
を
交

一
な
が

ら

生

活

し

て

い
き

た

え
な
が
ら
も
、
伯
国
力
行
会

一
い
」
と
語

っ
た
。

員
は
戦
前
に
５
０
６
人
、
戦

一　

出
席
者
全
員
に
よ
る
記
念

後

に

１
２

１
０
人
が
渡
納

一
撮
影

の
後
、
〈
広
場
を
展
示
室

し
、
訪
日
し
た
伯
国
会
長
子

一
に
移
し
て
祝
賀
会
が
行
わ
れ

時恣

甕

楊

薄

が
ら
明
治
生
ま
れ

の
気

骨

が

あ

り
、

骨
太

で
自
分

の
意

思
を
通
す
よ
う
な

人
だ

っ
た
」
と
振

り
返

る
。

渡
伯
前
は
日
本

の
大
手
運
送
会
社

で
働
い
て
い
た
後

藤
さ
ん
は
、
海
外

に
出
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
あ
り
、

愛
知
県
の
海
外
移

住
協
会
で
の
方
行

会
奇
手
わ
票
果
を

り
、
「
ビ
ー

バ
、
サ
ラ

ー

だ
歳
」
と
杯

が

３
回
、
一

ら
れ
た
。

祝
賀
会

の
後
、
午

後

〔

頃
か
ら
再
び
小
講
堂

で
ヨ

ア
ト

ラ
ク
ジ

ョ
ン
が
実

生

田
流
正
派
ブ

ラ
ジ
ル
〓

会

に

よ

る
琴

の
演

奏

、

ル
ー
プ

民

に
よ

る
民
謡

平

マ
リ

コ
氏

に

よ

る
疇

シ

ョ
ー
と
、
弓
場

バ

レ

マ

披
露

さ
れ
た

。

記
念
式
典
に
出
席
し
た
人
々

‐７
日
に
行
わ
れ
た
プ
ラ
ジ

カ
行
会
創
立
１
０
０
周
年

念
式
典
に
は
、
日
本
力
行

関
係
者
ら
日
本
か
ら
の
慶

と
伯
国
力
行
会
会
員
な

わ
せ
て
約
２
５
０
人
が

一
童
に
会
し
た
。


